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ABO 血液型不適合 間腎移植に お け る前処置 として の

　　　　　　　血漿交換療法の有用性
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　【目的】生体腎移植 に お い て ，ABO 血液 型 不適合

症例 に 対 し， 前処置 と し て 二 重濾 過血 漿分 離交換法

（DFPP ） を施 行 し， 各種 パ ラ メータ の 変化 を検討 し

た．

　【対象及 び方法】ABO 型 不 適 合 の 生体 腎移 植 を希

望 し た レ シ ピ エ ン ト 19名 に 対 し ， 各々 4 回 （手術 前

日，前 々 日 ， 及 び 4 ， 6 前 日） DFPP を 施 行 し た．

手術前 口及 び ， 前々 日 は 血液 透析 回路 と DFPP 回路

を直列 に 接続 し ， 同時に施行 した．

　【結果】抗 A 抗 B 抗体価 に 於 い て は，DFPP 前最

大 11256 の 症 例 を含 め ， 全 て の 症 例 で 目標 と し た

1 ：8以 下 に 減少 し た．IgG は ， 平 均 81．3％除 去 さ

れ ，IgM は 測 定感 度以下 に 減少 し た．血 清総 蛋白，

アル ブ ミ ン 及 び ， 血中 フ ィ ブ リノ
ー

ゲ ン は各々 ，平均

6．80〜3．87g ／dl， 3．72〜 3．34　g／dl ，
309〜104　mg ／dl

と減少を認めた．凝固系パ ラ メータ は，僅 か に 延長 を

認 め た が 正 常範囲内 で あ っ た ．

　【結論】ABO 型不適 合間 腎移植 に お い て 前処 置 と

して 4 回 1クー
ル の DFPP を施行 し ， 抗 A 抗 B 抗体

価 を十分減少 し得た ．し か し，各 種グ ロ ブ リ ン の 大

量 除 去 に よ る 血 清総 蛋 白 の 低
一
ドが原 因 と思わ れ る

DFPP 施行 中 の 低血圧症状 を経験 し た．

　　　 糖尿病性腎不全患者の ASO に対する

　　　　　　 1．DL ア フ ェ レ シ ス の分析

　　　　　　　　　 佐藤元美 ・森 田 弘 之 ・天 野　泉

　　　　　　　　　　 社会保険中京病院透析療法科

　【目的】今回我 々 は ， ASO を合併し た糖尿病 性腎不

全患者 に 対 して ， LDL ア フ ェ レ シ ス （LDLA ）を施

行 し ， そ の 効果 を臨床面 お よ び血液学的 に 検討 した．

　【方法】 8例 に 対 し LDLA を 3〜10回施行 し た．サ

ー
モ グラ フ ィ

ー
に よ り下肢 の 阻血領域 ・程度を観察し

た．また ， 吸着カ ラ ム流入前後 の 血漿 を採取 し，β2
一

ミ ク ロ グ ロ ブ リ ン （β2
−M ）・ペ ン トシ ジ ン ・過酸化脂

質を 測定 した．

　【結果】サ ー
モ グ ラ フ ィ

ーに お い て ， LDLA 後 に 下

肢皮膚温 の 上昇 が 認 め られた。吸着カ ラ ム前 ・後で は，

64

β2
．M ・ペ ン トシ ジ ン に 有意 な変化 は認 め られ ず，過

酸化脂質 が 有意 に 低下し た．

　【結語】LDLA は ， 高脂血症 の 程度 に か か わ らず ，

疼痛や 下腿壊死 の 進行す る透析思者 に 対 し， 有用 な 治

療法の 1 つ と考え られた．

　　　　　　 血液事業 とア フ ェ レ シ ス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 神谷　忠

　　　　　　　　　　　 愛知 県赤十字血液 セ ン タ ー

　凝固 因子製剤 に よ る HIV 感染 の 問題 に端を発 し ，

血漿分画製剤 の 原料血漿 を国内の 献血者 か ら確 保 す る

こ とが 国 の 決定 で な され ， 日本赤十字社 （日赤 ） で は

1986年以 降全国 の 血液 セ ン タ ーで 成分献血 の 実 施 を

開始 した．

　現在 ， 原料血漿確保目標量 は 77 万 L／年で あ る が，

次年度 か らは 80万 L／年 に 増量 され る 予定に な っ て い

る．凝 固因 子 製剤に つ い て は 1992 年以降 ， 国内自給

が達成 され て い るが ， ア ル ブ ミ ン，免疫 グ ロ ブ リ ン 製

剤な ど に つ い て は ，ま だ 25％ 〜 30％の 達 成率 に す ぎ

ない ．こ の成分献血 の 普及 に よ り， 血小板製剤 に っ い

て は 約 95％ は成分採 血 由来 の 製剤が 供給 さ れ る に 至

っ て い る．

　ま た ，最近 で は 採血装置 の 進歩 に よ り ， 白血 球 の

Contamination を可及的に減少 さ せ て 採血 す る こ と

も可能 と な っ て きて い る．

　本講演で は ， 我 々 の 血液 セ ン ター
に お け る成分採血

の 現況 と頻 回成分献血者 の 検査成績の状況 に つ い て述

べ る．

　　　　　 東海地 区 ア フ ェ レ シ ス の 現状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 坂下惠
一
郎

　　　　　　　　　　　　　　 東海透析技術 交流会

　今回 ， 第 1回 日本 ア フ ェ レ シ ス学会中部地方会 開催

に 当た り， 東海 4 県の ア フ ェ レ シ ス の 現 状を 調査 し た

の で
，

そ の 結果を報告す る．

　ア フ ェ レ シ ス 実施施 設数は 178 （愛知 77， 岐阜 34，

三 重 23，静岡 44）， 種類 別で は ， 血漿交換 102， 活性

炭吸着 75，ビ リ ル ビ ン 吸着 82， DFPP 　80，ク ラ イ オ

8
， 血 漿 吸着 78， LDL 吸 着 84，

　 ET 吸 着 123 で あ っ

た．ア フ ェ レ シ ス 実施施設の う ち HD あ りが 148 （愛

知 58， 岐 阜 29， 三 重 21，静 岡 40） で あ っ た．ま た

HD 施 設 で の 実 施 率 は 愛 知 72％ ， 岐 阜 97％ ， 三 重

88％ ， 静岡 82％ で あっ た．

　ア フ ェ レ シ ス 実施 ス タ ッ フ は ， 臨 床 工 学技 士 が
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